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大石 始（Hajime Oishi）
1975 年東京都生まれ。文筆家。旅と祭りの編集プロダクション「B.O.N」主宰。世界各地の
ダンスミュージックや祭りを追いかけ、地域と風土をテーマに取材・執筆を行っている。著
書に『盆踊りの戦後史』（筑摩書房）『奥東京人に会いに行く』（晶文社）『ニッポンのマツリズム』

（アルテスパブリッシング ）『ニッポン大音頭時代』（河出書房新社）『南洋のソングライン 幻
の屋久島古謡を追って』（キルティブックス）など。愛猫家。
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ライター・大石始が各地を走り回り体験した、「日本の祭り」という異界――。
日常を生き抜くために、非日常の旅をする―出会ったのは、多種

多様な来訪神、踊り、祈り、そしてそれをつなぐ地域の人びとの姿。

よそ者が地域の習俗に飛び込み、祭りとともに生きる住民とふれ

合い見えたものとは。北は秋田男鹿半島から南は沖縄宮古島まで、

全国 18ヶ所の地域に伝わる祭りや年中行事を丁寧に取材し異界に

ふれた「非日常 =ハレ」の旅。
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